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研究課題名 

（４０字以内） 
 慢性腎臓病患者における■■の有効性と安全性に関する後方視的疫学調査 

研究要旨（背景[これまで得られた結果があれば含む]、目的、方法、期待される結果） 

【背景】 慢性腎不全患者には、従来は××が使用されてきたが、昨年より■■が市販され、その使用頻度は高ま

っている。しかしながら、・・・・・・・・・・・・ 

 

 なお申請者らは、第●回日本××学会において、「慢性腎臓病患者における××の有効性」という演題で発表し

ており、■■の有効性を評価する上での方法論は確立している。 

 

【目的】 ■■の有効性と安全性を明らかにするために、・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・従来より使用されている××との比較を行う。 

 

【方法】 ○○病院腎臓内科に入院中の慢性腎不全患者を対象に、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ■■が処方された患者と、それ以外の治療薬が処方された患者を抽出し、 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後方視的にカルテ調査を行い、■■の有効性と安全性について解析する。 

 

 なお、本研究は○○病院臨床研究倫理委員会の承認を得ている。 
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【期待される結果】・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

有効性は同等と考えられ、安全性は××に比べて■■が少ないことが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究テーマは、△△大学動物実験倫理規定を遵守して行う。 

また、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に則り、○○病院臨床研究倫理委員会の承認を得る予定であ

る。 

研究倫理について（承認済みの場合には、承認番号を記載すること） 

☑  動物倫理指針 □  臨床研究承認済（             ） ☑  申請中(予定) □  該当しない 

申請された研究テーマに関連する研究者らの業績（学会発表、論文） 

【学会発表】 

１）「慢性腎臓病患者における××の有効性」、演者１、演者２、陣蔵守．第●回日本××学会年会（横浜）、2015 

2）「当院における××の・・・」、陣蔵守、演者２、演者３、演者 4、演者 5．第△回日本○○学会年会、2013（福岡） 

 

【論文】 

１）「中小病院における××の・・・」、著者１、陣蔵守、凸山凹美、著者４、★林☆也．日本××学会誌、12(3)、

45-50、2017 

過去 3 年間に獲得した研究費と、研究課題名等 

・科学研究費補助金 A01234（平成 29～令和 1 年、390 万円）：「調剤監査システムの有用性に関する研究」（代表） 

助成金の使途予定 

消耗品費（封筒、印刷用紙、プリンターインクなど）(2 万円） 

アンケート送付用郵送費（120 円切手×500＝6 万円） 

学会参加（旅費 8 万円、参加費 1 万円）、会議費（会議室使用料 1.5 万円×２回＝３万円） 

  合計 20 万円 

 


